
同
士
鞍
百
年
史
の
編
纂
・
発
.
一
1
あ
た
っ
て

『

而

、心
ネ
謡

同
志
社
創
立
百
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
『
同
志
社
百
年
史
』
の
編

纂
刊
行
の
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
の
は
、
一
九
七
六
年
度
で
あ
る
。
上
野
直
蔵
総

長
の
発
案
に
よ
り
、
同
志
社
の
持
つ
稀
に
見
る
膨
大
な
同
志
社
関
係
史
料
を
活

用
し
て
、
正
確
で
公
平
で
歴
史
的
価
値
判
断
の
正
し
い
『
同
志
社
百
年
史
』
の

計
画
が
始
め
ら
れ
た
。
こ
の
哥
で
は
一
九
七
七
年
度
か
ら
一
九
七
九
年
度
の

三
力
年
が
予
定
さ
れ
、
百
年
史
編
纂
室
に
は
社
史
史
料
編
集
所
が
当
て
ら
れ
、

い
よ
い
よ
一
九
七
七
年
度
の
初
め
か
ら
編
縞
作
業
が
開
始
さ
れ
九
。

五
月
一
日
に
上
野
直
蔵
総
長
が
社
史
史
料
編
集
所
長
を
兼

一
九
七
七
年
度

任
さ
れ
、
五
月
一
八
日
に
は
河
野
仁
昭
文
学
部
事
務
長
が

社
史
史
料
編
集
所
主
任
と
な
り
、
こ
れ
よ
り
先
、
五
月
一
八
日
に
は
紫
田
潔
、

露
口
卓
也
・
沖
田
行
司
お
ち
山
田
芳
則
と
交
替
)
(
大
学
院
文
学
研
究
科
博

士
課
程
学
生
)
の
三
名
が
社
史
史
料
編
集
所
非
常
勤
嘱
託
職
員
と
な
り
、
『
同

志
社
百
年
史
』
編
纂
の
事
務
上
の
陣
容
は
整
っ
た
。
次
に
『
同
志
社
百
年
史
』

を
執
筆
し
編
纂
す
る
た
め
の
組
織
作
り
は
、
六
月
一
0
日
の
第
一
回
編
纂
企
画

委
員
会
で
次
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
九
。
上
野
総
長
が
編
纂
委
員
長
に
当
九
ら
れ
、

亜

刷■
司

の

L

、

か
ら
完
ま
で
の
経
r

秋
筆
者
全
員
を
以
て
編
纂
委
員
会
を
欝
す
る
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
編
纂
企
画

委
員
会
委
員
と
し
て
、
今
中
寛
司
(
チ
ー
フ
・
文
Y
杉
井
六
郎
(
人
文
研
)

北
垣
宗
治
(
文
)
・
宮
沢
正
典
(
女
子
大
)
・
園
部
望
(
本
部
Y
河
野
仁
昭
(
社

史
)
の
六
名
が
委
嘱
さ
れ
た
。
編
纂
企
画
委
員
会
は
上
野
編
纂
委
員
長
に
直
属

し
、
そ
の
諮
問
に
答
え
、
事
許
画
の
素
案
作
り
や
諸
準
備
及
び
そ
の
実
務
等

を
担
当
す
る
。
そ
の
の
ち
は
毎
月
平
均
三
回
ほ
ど
編
纂
企
画
委
員
会
が
持
た

れ
、
上
野
総
長
同
席
の
も
と
に
計
画
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
れ
と
相
前
後
し
て
、

社
史
史
料
編
集
所
の
大
量
な
収
蔵
翁
の
整
理
及
び
数
力
所
に
分
散
し
て
い

た
資
料
の
収
集
が
、
河
野
主
任
を
中
心
に
精
力
的
に
進
め
ら
れ
た
。
-
0
月
一

二
日
の
編
纂
企
画
委
員
会
で
は
、
『
同
志
社
百
年
史
』
の
構
成
を
、
「
通
史
編
」

と
「
爲
編
」
に
す
る
こ
と
、
「
通
史
編
」
は
同
志
社
の
歴
史
の
百
年
を
五
期

に
分
け
、
各
部
約
一
0
名
の
分
担
執
筆
者
を
依
頼
し
、
一
九
七
九
年
の
夏
こ
ろ

出
来
を
予
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

三
月
二
九
日
の
編
纂
企
画
委
員
会
で
、
「
通
史
編
」
の
分
担
執
筆
者
を
決

定
し
、
「
通
史
編
」
の
執
筆
要
領
と
と
も
に
原
稿
依
頼
状
を
上
野
総
長
名
で
分

今

寛
司

中
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担
執
筆
者
宛
て
に
発
送
し
た
の
は
、
三
月
初
旬
で
あ
っ
た
。

三
月
二
六
日
に
は
、
編
纂
企
画
委
員
及
び
分
担
執
筆
者
全
員
の
会
議
が
上

野
総
長
名
で
開
催
さ
れ
、
編
纂
企
画
委
員
及
び
分
担
執
筆
者
全
員
が
『
同
志
社

百
年
史
』
編
纂
委
員
に
委
嘱
さ
れ
る
と
同
時
に
編
纂
委
員
長
に
は
上
野
総
長
が

当
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
席
上
、
先
の
編
纂
企
画
委
員
会
で
決
定
さ
れ

た
通
り
の
『
同
志
社
百
年
史
』
の
基
本
構
想
に
つ
い
て
今
中
委
員
か
ら
説
明
が

あ
り
、
そ
の
内
容
及
び
執
筆
要
領
に
つ
い
て
は
杉
井
委
員
か
ら
詳
細
な
説
明
が

な
さ
れ
九
。
な
お
分
担
執
筆
し
て
い
九
だ
い
た
原
稿
に
つ
い
て
は
、
編
纂
企
画

委
員
会
で
行
な
う
調
整
や
体
裁
の
整
備
に
つ
い
て
の
諒
解
を
お
願
い
し
九
。
原

稿
〆
切
を
一
九
七
八
年
九
月
末
日
と
し
、
『
同
志
社
百
年
史
』
編
纂
の
大
事
業

は
こ
こ
に
お
い
て
始
め
て
軌
道
に
乗
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
当
日
の
出
席
者
は
分

担
執
筆
を
依
頼
さ
れ
た
三
三
名
の
う
ち
二
七
名
で
、
大
変
な
盛
会
で
あ
っ
た
。

会
場
は
有
終
館
第
一
会
璽
で
、
こ
の
あ
と
鴛
会
に
う
つ
り
、
非
常
に
多

く
の
建
設
的
な
意
見
や
、
ま
た
注
意
事
項
に
つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ
、
こ
れ
ら

の
諸
見
解
は
、
そ
の
後
の
編
纂
事
業
を
進
め
て
行
く
う
え
で
、
ま
こ
と
に
大
き

な
励
み
に
も
な
り
支
柱
と
も
な
っ
た
。

一
九
七
八
年
度
Υ
.
、
、
.
、
、
、
『
、
、

年
史
』
の
諸
項
目
に
つ
い
て
再
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
執
筆
者
数
三
五
名
と

な
り
、
早
速
新
し
い
執
筆
者
に
は
依
頼
状
が
追
加
発
送
さ
れ
た
。

三
月
三
一
日
に
は
『
同
志
社
社
報
』
 
Z
O
.
齢
に
、
「
『
同
志
社
百
年
史
』
の
編

纂
刊
行
事
業
に
つ
い
て
L
(
社
史
史
料
編
集
所
)
の
記
事
が
器
さ
れ
、
こ
こ
で

『
同
志
社
百
年
史
』
の
全
貌
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で

は
、
「
通
史
編
」
が
第
一
巻
で
、
第
二
巻
・
第
三
巻
は
「
資
料
編
」
に
当
て
、

全
三
巻
の
計
画
で
あ
っ
た
。
最
終
的
に
は
、
「
通
史
編
」
の
ぺ
ー
ジ
数
が
増
え

た
た
め
、
こ
れ
を
分
け
て
第
一
巻
・
第
二
巻
と
し
、
「
資
料
編
」
を
第
三
巻

.

第
四
巻
と
す
る
こ
と
と
な
る
。
『
同
志
社
百
年
史
』
通
史
編
の
編
成
は
、
全
体

を
五
部
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
に
い
く
つ
か
の
章
を
建
て
る
こ
と
と
さ
れ

た
。
第
一
部
、
明
治
前
半
期
は
ご
忌
昊
第
二
部
、
明
治
後
半
期
は
一
里
早
、

第
三
部
、
大
正
期
は
一
 
0
章
、
第
四
部
、
昭
和
前
半
期
は
一
0
章
、
第
五
部
、

昭
和
後
半
期
は
一
0
章
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
五
部
、
五
七
章
建
て
の
編
成
に

一
応
落
ち
つ
い
た
わ
け
で
、
こ
の
五
七
章
を
そ
れ
ぞ
れ
の
執
筆
者
に
依
頼
し
た

の
で
あ
る
が
、
一
人
の
執
筆
者
が
複
数
の
章
を
担
当
す
る
場
合
も
あ
り
、
総
執

筆
者
数
三
五
名
と
な
っ
た
。

四
月
二
0
日
に
は
、
『
同
志
社
社
史
史
料
編
集
所
文
書
分
類
表
』
(
未
定
稿
)

が
発
行
さ
れ
、
社
史
史
料
編
集
所
の
膨
大
な
資
料
は
、
見
事
な
分
類
方
式
と
相

俟
っ
て
整
理
は
完
成
し
た
。
こ
れ
よ
り
社
史
史
料
編
集
所
が
行
な
う
各
執
筆
者

へ
の
資
料
の
コ
。
ヒ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
き
、
『
同
志
社
百
年
史
』
の
内
容

正
確
に
史
料
の
裏
付
け
を
得
る
こ
と
に
な
り
、
百
年
史
の
最
大
の
特
色
を

.
)
、

力決
定
づ
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
時
に
同
志
社
社
史
史
料
編
集
所
の
収
蔵
文
書

類
は
、
内
容
が
極
め
て
豊
富
で
、
そ
れ
自
身
が
同
志
社
百
年
史
の
化
身
と
も
い

え
る
。
ま
た
今
後
の
利
用
価
値
も
絶
大
で
あ
る
。

「
通
史
編
」
の
原
稿
は
一
 
0
月
こ
ろ
か
ら
出
は
じ
め
、
三
月
に
は
全
体
の

約
半
分
が
出
揃
っ
た
の
で
、
「
通
史
編
」
を
編
成
す
る
う
え
で
の
大
体
の
原
則

を
立
て
、
こ
れ
に
則
し
て
原
稿
段
階
に
お
け
る
検
討
と
朱
入
れ
を
始
め
る
こ
と

と
し
た
。
編
纂
企
画
委
員
は
三
月
二
七
・
ニ
ハ
日
の
両
日
合
宿
し
て
こ
の
作

業
を
行
な
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
原
稿
の
督
促
を
も
行
な
っ
た
。
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一
月
に
『
同
志
社
百
年
史
』
の
印
刷
は
日
本
写
真
印
刷
株

一
九
七
九
年
度

式
会
社
に
発
注
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
三
月
七
日
の
編

纂
企
画
委
員
会
で
、
完
成
原
稿
の
通
読
及
び
小
見
出
し
を
付
け
る
作
業
を
開
始

す
る
こ
と
が
決
っ
た
。
同
時
に
掲
載
姦
の
選
定
と
撮
影
が
並
行
し
て
進
め
ら

れ
た
。
三
月
二
0
日
に
は
『
同
志
社
年
表
』
(
未
定
稿
)
が
社
史
史
料
編
集
所

で
完
成
し
、
同
時
に
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
年
表
は
網
羅
的
に
詳
細
を
極
わ
め
、

こ
れ
を
簡
略
化
し
て
『
同
志
社
百
年
史
』
四
冊
目
の
最
後
に
「
同
志
社
年
表
L

と
し
て
収
録
さ
れ
る
が
、
こ
の
『
同
志
社
年
表
』
は
単
独
地
そ
れ
自
身
と
し
て

も
極
め
て
利
用
価
値
の
高
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
相
前
後
し
て
通
読
を
終
っ

た
完
成
原
稿
は
逐
次
日
本
写
真
印
刷
へ
の
送
り
込
み
が
開
始
さ
れ
た
。

「
通
史
編
」
と
並
行
し
て
、
杉
井
委
員
を
中
心
紀
選
定
を
進
め
ら
れ
て
い
た

「
資
料
編
」
の
原
稿
も
、
三
月
三
0
日
か
ら
日
写
へ
の
送
り
込
み
が
始
ま
っ
た
。

「
通
史
編
」
の
最
後
の
項
目
で
あ
る
「
現
況
と
課
題
L
 
は
、
「
通
史
編
L
 
を
通

読
し
た
う
え
で
、
編
纂
企
画
委
員
六
人
で
分
担
執
筆
す
る
方
針
を
と
り
、
夏
休

期
間
ほ
と
ん
ど
連
日
の
よ
う
に
座
談
会
を
行
な
い
、
そ
の
速
記
録
を
も
と
に
執

筆
さ
れ
た
。
そ
の
完
成
原
稿
を
さ
ら
に
編
纂
企
画
委
員
会
で
再
好
し
て
最
終

原
稿
と
し
た
。

「
通
史
編
」
の
初
校
が
出
は
じ
め
た
の
が
四
月
三
日
か
ら
で
、
こ
れ
よ
り
編

纂
企
画
委
員
の
主
た
る
仕
事
は
校
正
事
務
と
な
っ
た
。
そ
の
分
担
担
当
者
は
、

第
一
部
(
北
垣
Y
第
二
部
(
今
中
)
・
第
三
部
(
宮
沢
)
・
第
四
部
(
宮
沢
)

第
五
部
(
北
垣
)
で
、
全
体
の
統
一
整
備
に
は
杉
井
委
員
が
当
っ
九
。
か
く
て

夏
期
休
暇
期
間
に
は
「
通
史
編
L
 
の
第
三
校
の
校
正
を
編
纂
企
画
委
員
の
手
に

よ
っ
て
連
日
作
業
が
進
め
ら
れ
、
九
月
以
降
、
さ
ら
に
大
事
を
と
っ
て
第
四
校

の
校
正
を
行
な
い
校
了
と
し
九
。

「
資
料
編
」
の
初
校
が
出
は
じ
め
た
の
は
四
月
二
八
日
か
ら
で
、
そ
の
校
正

に
は
杉
井
委
員
と
河
野
委
員
を
中
心
に
、
社
史
史
料
編
集
所
の
所
員
が
全
精
力

を
傾
け
て
こ
れ
に
専
念
し
、
こ
の
難
事
業
を
完
遂
し
た
。
さ
ら
に
全
巻
末
に
付

録
さ
れ
る
「
同
志
社
年
表
」
の
項
月
選
定
作
業
も
、
「
資
料
編
」
校
正
事
務
と

並
行
し
て
行
な
わ
れ
、
そ
の
が
膨
大
で
あ
っ
た
九
め
、
こ
れ
も
『
同
志
社
百

年
史
』
編
纂
途
上
に
お
け
る
難
事
業
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

九
月
三
0
日
の
『
同
志
社
社
報
』
 
Z
O
.
終
に
は
、
「
同
志
社
百
年
史
、
編
纂

事
業
1
そ
の
進
行
状
態
と
内
容
」
が
掲
載
さ
れ
、
「
通
史
編
」
二
巻
、
「
資
料
編
」

二
巻
の
最
終
的
に
決
定
さ
れ
九
全
内
容
が
公
表
さ
れ
九
。
当
籾
の
「
通
史
編
」

の
章
建
て
は
『
同
志
社
社
報
』
乞
0
.
W
昂
の
通
り
で
あ
っ
九
が
、
そ
の
の
ち
編

纂
委
員
の
方
か
ら
の
意
見
も
あ
り
、
こ
れ
を
一
九
七
八
年
五
月
六
日
の
編
纂
企

画
委
員
会
で
改
訂
し
九
。
第
一
部
、
創
業
と
成
育
、
第
二
部
、
キ
リ
ス
ト
教
教

育
の
受
難
、
第
三
部
、
大
学
へ
の
道
、
第
四
部
、
戦
時
下
の
学
府
、
第
五
部
、

再
生
と
発
屡
が
そ
れ
で
、
五
部
五
五
章
建
て
と
な
っ
た
。

「
資
料
編
」
は
二
三
項
目
か
ら
成
り
、
同
志
社
開
業
と
新
島
在
世
中
の
資
料

や
、
同
志
社
記
事
・
総
長
報
告
等
は
、
同
志
社
の
持
つ
貴
重
な
文
化
財
の
一
つ

と
し
て
収
録
さ
れ
た
。
ま
た
全
同
志
社
の
諸
学
校
記
事
や
、
学
生
運
動
を
始
め

戦
時
下
の
学
園
及
び
現
在
の
黒
社
の
施
設
も
含
め
、
さ
ら
に
校
友
会
・
同
窓

会
に
も
及
ぷ
網
羅
的
で
か
つ
重
点
的
な
資
料
の
選
定
は
、
同
志
社
百
年
の
歩
み

を
史
料
的
に
確
か
め
得
九
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
の
拙
文
が
活
字
に
な
る
こ
ろ
に
は
『
同
志
社
百
年
史
』
全
四
冊
が
既
に
出

版
済
み
で
あ
ろ
う
。
こ
の
大
事
業
を
終
始
精
神
的
に
物
的
に
支
え
て
下
さ
っ
た

大
黒
柱
は
い
う
ま
で
も
な
く
上
野
総
長
で
あ
る
。
編
纂
企
画
委
員
会
の
一
員
と

し
て
感
謝
の
気
持
で
一
ぱ
い
で
あ
る
。

(
大
学
文
学
部
教
授
)
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同
志
ネ
百
年
史
、
通
史
編

『
同
志
社
百
年
史
N
(
通
史
加
二
巻
)
が
い
よ
い
よ
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
、
そ
の
批
判
か
籟
を
「
同
志
社
時
報
」
に
儒
す
る
よ
う
に
と
い
う

依
頼
を
う
け
九
時
は
、
未
だ
校
正
中
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
『
百
年
史
』
編
刊
の
あ

ら
ま
し
を
聞
い
た
だ
け
で
あ
っ
六
。
や
が
て
浩
瀚
な
通
史
編
の
校
正
刷
を
う
け

と
る
に
至
っ
て
、
こ
れ
は
え
ら
い
こ
と
を
引
き
う
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
と
思
っ

た
が
、
後
悔
先
に
立
た
ず
で
あ
っ
九
。
さ
ら
に
執
筆
に
あ
た
っ
て
与
え
ら
れ
た

期
間
の
大
半
は
旅
行
中
で
あ
っ
た
の
で
、
通
史
編
を
全
章
に
わ
た
っ
て
精
読
す

る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
従
っ
て
以
下
述
べ
る
と
こ
ろ
は
『
百
年
史
』
の
書
評

と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
読
後
の
籍
を
思
い
つ
く
ま
ま
に
記
し
六
も
の
に
過
ぎ

な
い
。同

志
社
社
史
は
正
史
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
も
の
に
は
『
同
志
社
五
十
年
史
』

(
昭
和
五
年
)
と
『
同
志
社
九
十
年
小
史
』
(
昭
和
四
十
年
)
と
が
刊
行
さ
れ
九

こ
の
九
び
の
同
志
社
百
年
史
』
は
そ
の
構
成
に
お
い
て
も
、
そ
の
内
容

が
、

に
お
い
て
も
前
の
社
史
と
は
異
な
っ
た
特
質
を
も
っ
て
い
る
。
『
百
年
史
』
は
企

画
委
員
に
ょ
っ
て
編
集
の
慧
が
建
て
ら
れ
、
「
通
史
編
は
百
年
の
同
志
社
の
歩

み
を
五
つ
の
時
代
に
分
け
、
日
本
の
近
・
現
代
の
史
的
動
向
と
照
応
さ
せ
な
が

ら
、
か
つ
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
な
ら
び
に
学
校
教
育
史
の
中
で
、

そ
の
間
に
同
森
に
生
起
し
、
あ
る
い
は
同
志
社
が
直
面
し
た
重
要
な
裟
あ

る
い
は
出
来
事
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
、
新
島
襄
以
来
の
同
志
社

の
教
育
理
念
が
此
折
を
経
な
が
ら
も
、
維
持
・
展
開
し
、
あ
る
い
は
、
ま
九
い

か
に
新
し
い
息
吹
き
を
も
っ
て
再
生
さ
れ
て
来
九
か
と
い
う
、
そ
の
辿
っ
た
歩

み
を
直
視
し
て
、
百
年
史
を
叙
述
す
る
と
い
う
方
針
が
定
め
ら
れ
、
主
題
の
選

択
が
行
わ
れ
九
」
(
編
雑
記
)
。
こ
の
編
集
方
針
は
や
や
抽
欽
的
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
が
、
歉
筆
者
に
ょ
っ
て
粘
粗
の
別
は
あ
る
に
し
て
も
、
全
体
か
ら
み
れ

ぱ
そ
の
方
針
は
貫
か
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
も
、
各
章
を
分
担
し
驫
筆
者
が
三
十
余
名
に
及
ん
だ
こ
と
は
、
今
ま

で
の
正
史
綸
集
に
お
い
て
は
類
例
の
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
専
門
の
分
野
に

応
じ
て
学
外
に
も
執
築
者
を
求
め
九
こ
と
も
画
期
的
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に

重
久
篤
太
郎
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よ
っ
て
一
段
と
忠
実
な
解
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
(
な
お
、
「
京
都
看
病
婦
学
校

と
同
志
社
病
院
」
の
執
筆
者
の
長
門
谷
洋
治
氏
が
大
阪
回
生
病
院
医
師
と
あ
る

の
は
、
日
生
病
院
医
師
の
誤
り
で
あ
る
)
。

十
余
年
前
に
刊
行
さ
れ
九
『
同
志
社
九
十
年
小
史
』
の
編
纂
当
時
に
は
、
す

で
に
社
史
史
料
編
集
所
が
あ
り
、
そ
の
緬
集
に
あ
た
っ
た
の
で
あ
る
が
、
同
志

社
社
史
の
第
一
次
資
料
は
未
だ
整
理
中
の
段
階
で
あ
り
、
『
九
十
年
小
史
、
に
は

学
内
の
資
料
は
十
分
に
活
用
さ
れ
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が

、

こ
の
『
百
年
史
』
で
は
執
筆
の
参
考
に
資
す
る
た
め
に
、
社
内
外
の
第
一
次
資

料
が
よ
く
整
理
さ
れ
て
、
し
か
も
各
幸
の
塾
に
あ
九
っ
て
こ
の
第
一
次
資
料

が
利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
本
轡
の
価
値
を
高
め
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
今

ま
で
の
正
史
に
は
ほ
と
ん
ど
取
り
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
『
同
志
社
裏
面
史
』
や

『
同
志
社
口
ー
マ
ン
ス
、
と
い
っ
た
外
史
も
時
に
は
資
料
と
し
て
援
用
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

同
志
社
百
年
の
歩
み
を
通
読
し
た
印
球
と
し
て
は
、
五
つ
の
部
の
各
章
が
年

代
を
追
い
な
が
ら
も
独
立
し
た
学
校
史
と
し
て
霄
か
れ
て
お
り
、
し
か
も
網
羅

的
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
、
多
少
の
重
複
が
あ
る
の
も
止
む
を
え
な
い
か

も
し
れ
な
い
。
ま
た
一
面
『
百
年
史
』
は
幼
稚
園
か
ら
大
学
に
至
る
ま
で
、
男

子
校
も
女
子
校
も
共
学
の
学
園
も
す
べ
て
を
包
括
し
て
譜
か
れ
て
ぃ
る
の
で
、

時
に
は
記
述
が
簡
略
に
す
ぎ
る
感
が
し
な
い
で
も
な
い
。
も
う
一
つ
は
、
『
通
史

編
』
に
取
り
扱
わ
れ
た
人
物
に
つ
い
て
言
え
ば
、
同
志
社
関
係
の
教
職
員
忙
重

点
が
置
か
れ
て
い
て
、
こ
れ
に
較
べ
て
同
志
社
が
輩
出
し
た
各
界
の
校
友
、
同

窓
に
つ
い
て
は
余
り
語
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
筆
者
は
『
明
治
学

院
百
年
史
』
を
勢
で
、
学
院
で
態
生
活
を
送
っ
た
校
友
、
そ
れ
か
ら
中
途

退
学
者
で
あ
っ
て
も
出
色
の
人
物
は
橘
史
に
取
り
あ
げ
て
い
る
『
学
院
史
』

の
出
身
者
の
取
り
扱
い
方
に
、
多
大
の
感
興
を
覚
え
た
こ
と
が
あ
る
。

と
に
か
く
、
『
百
年
史
、
は
五
部
の
各
巻
首
に
序
章
が
あ
り
、
こ
れ
驫
ん
で

任
意
の
章
を
読
め
ば
大
い
繞
沓
の
援
け
に
な
る
。
さ
ら
に
二
つ
の
索
引
、
人

名
索
引
と
事
項
索
引
と
を
活
用
す
れ
ぱ
よ
い
。

同
志
社
創
設
期
約
十
五
年
の
歩
み
を
書
い
た
第
一
部
の
第
五
「
ラ
ッ
ト
ラ

ン
ド
に
お
け
る
新
島
襄
L
 
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
彼
自
身
の
鴛
九
も
の
で

は
な
く
、
当
時
の
土
地
の
新
聞
紙
の
記
事
に
基
づ
い
て
語
ら
れ
る
。
ま
ず
百
年

余
り
も
後
に
発
見
さ
れ
九
新
資
料
に
姥
く
。
「
新
島
襄
の
教
育
理
念
L
 
の
章
で

は
、
青
年
新
島
が
吉
田
賢
輔
、
杉
田
廉
卿
ら
と
キ
リ
ス
ト
教
へ
接
近
し
た
と
い

う
津
田
仙
の
信
仰
経
緩
を
引
用
し
て
い
る
の
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か

し
、
新
島
の
精
神
革
命
を
引
き
起
し
轟
物
の
一
つ
と
し
て
、
新
島
は
横
山
由

清
の
『
魯
敏
遜
漂
行
紀
略
』
と
黒
田
麹
座
の
『
漂
荒
紀
事
』
の
ど
ち
ら
を
読
ん

だ
か
は
判
明
し
な
い
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
記
述
は
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

こ
の
二
種
の
ロ
ビ
ン
ソ
ン
漂
流
記
の
和
訳
の
う
ち
、
国
学
者
横
山
由
清
訳
は

安
政
四
年
に
刊
行
さ
れ
九
略
本
で
、
オ
ラ
ン
ダ
文
百
科
辞
典
に
ょ
っ
た
梗
概
に

過
ぎ
な
い
が
、
蘭
学
者
黒
田
麹
廊
訳
は
嘉
永
初
年
頃
の
翻
訳
と
考
え
ら
れ
て
ぃ

る
0
 
黒
田
訳
『
漂
荒
紀
事
』
は
写
本
で
伝
わ
り
、
京
都
大
学
図
書
館
所
蔵
本
は

三
巻
六
冊
か
ら
な
り
、
各
冊
の
奥
書
に
は
「
{
女
中
侯
板
倉
氏
蔵
本
借
写
L
 
と
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
原
写
本
は
安
中
板
倉
勝
明
の
藩
邸
の
文
庫
に
秘
蔵
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
新
島
嬰
は
こ
の
板
倉
藩
邸
に
あ
っ
た
黒
田
麹
虚
訳
『
繋
紀
事
』

を
読
ん
憲
銘
を
党
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
た
こ
と
が
あ
る
(
拙
著

『
日
本
近
世
英
学
史
、
。

な
お
、
新
島
の
腎
上
の
業
績
と
し
て
は
、
岩
倉
使
飾
団
田
中
不
二
麿
に
随

行
し
て
編
纂
し
た
教
育
型
凋
査
書
で
あ
る
『
理
誘
程
』
を
も
取
り
あ
げ
る
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べ
き
で
あ
ろ
う
0
 
新
島
の
英
文
ロ
ン
ド
ン
日
記
に
ょ
る
と
、
新
島
は
イ
ギ
リ
ス

の
教
育
制
度
調
査
の
た
め
視
学
官
マ
シ
ュ
ウ
・
ア
ー
ノ
ル
ド
と
二
度
会
っ
て
い

る
が
、
新
島
は
ア
ー
ノ
ル
ド
に
会
っ
た
最
籾
の
日
本
人
で
あ
る
か
ど
ぅ
か
。
少

な
く
と
も
ア
ー
ノ
ル
ド
に
会
っ
た
籾
期
の
日
本
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
創
業
期
に
は
、
仙
台
・
東
華
学
校
が
あ
っ
た
。
新
島
嬰
が
名
儀
上
の
校

長
で
あ
っ
突
め
か
、
こ
れ
ま
で
は
同
志
社
の
正
史
に
は
取
り
扱
わ
れ
な
か
っ

た
が
、
は
じ
め
て
こ
の
『
百
年
史
』
に
登
場
し
て
、
そ
の
創
設
と
廃
校
と
の
事

業
述
ぺ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
学
ん
だ
山
梨
勝
之
進
(
後
の
海
軍
大
将
)
は
、

後
年
同
志
社
を
訪
れ
て
構
内
を
歩
き
な
が
ら
、
東
華
学
校
の
本
校
を
は
じ
め
て

訪
れ
た
と
い
う
喜
び
を
語
っ
た
と
い
う
。

第
二
部
に
移
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
育
の
姦
の
明
治
後
半
の
二
十
余
年
の
歩

み
鴛
ら
れ
て
い
る
。
「
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
と
社
会
事
業
」
の
章
で
は
、
社

会
運
動
筆
松
岡
荒
村
、
山
川
均
、
大
石
誠
之
助
ら
の
中
途
退
学
者
が
記
述
さ
れ

て
い
る
。
山
川
均
は
戦
前
の
黒
社
で
は
黙
殺
さ
れ
て
い
た
人
物
で
あ
っ
九

戦
後
に
な
っ
て
か
ら
同
志
社
を
訪
れ
磊
演
を
し
九
。
大
石
誠
之
助
に
つ

が
、

い
て
は
、
『
大
石
誠
之
助
1
大
逆
事
件
の
犠
牲
者
』
の
著
者
か
ら
大
石
の
同

志
社
時
代
の
資
料
を
求
め
ら
れ
た
時
、
在
学
当
時
の
記
録
は
見
当
た
ら
ず
、

『
同
志
社
口
ー
マ
ン
ス
』
に
収
め
ら
れ
た
岡
本
良
太
郎
の
断
片
的
な
談
話
を
報
告

す
る
に
止
ま
っ
九
が
、
『
百
年
史
、
に
お
い
て
も
大
石
の
同
志
社
資
料
は
記
さ
れ

て
い
な
い
。

従
来
の
社
史
で
は
、
同
志
社
教
育
に
尽
し
た
外
国
人
宣
教
師
は
、
僅
に
創
業

時
代
の
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
、
ラ
ー
ネ
ッ
ド
な
ど
少
数
の
人
た
ち
に
限
ら
れ
て
い
た
。

と
と
ろ
が
、
こ
の
『
百
年
史
』
で
は
、
各
部
に
「
同
志
社
の
宣
教
師
九
ち
」
の

章
を
設
け
て
、
明
治
期
か
ら
大
正
期
を
経
て
昭
和
期
に
至
る
ま
で
の
宣
教
師
の

生
涯
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
九
六
0
年
日
米
修
好
通
商
百
年
記
念
行
事
運
営

委
員
会
で
は
、
日
米
修
好
に
功
績
を
残
し
た
ア
メ
リ
カ
人
を
需
し
た
か
、
こ

の
と
き
同
志
社
関
係
の
宣
教
師
は
宗
教
、
教
育
の
分
野
で
は
十
二
名
、
社
会
、

文
化
の
分
野
で
二
名
が
需
さ
れ
た
。
明
治
期
で
は
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
、
ラ
ー
ネ
ッ

ド
、
、
コ
ー
ド
ン
、
 
D
 
・
 
C
 
・
グ
リ
ー
ン
、
 
J
 
・
 
H
 
・
デ
フ
ォ
レ
ス
ト
、
オ
ー
テ

イ
ス
、
フ
ラ
ン
ク
・
ケ
ー
リ
父
子
た
ち
、
女
性
で
は
ゴ
ー
ド
ン
夫
人
、
デ
ン
ト

ン
、
タ
ル
カ
ッ
ト
、
大
正
期
で
は
S
 
・
ギ
ュ
リ
ッ
ウ
、
ロ
ン
バ
ー
ド
が
名
を
つ

ら
ね
九
。
社
会
、
文
化
の
分
野
で
は
べ
リ
ー
と
ジ
レ
ッ
ト
が
い
た
。

第
三
部
は
明
治
末
期
か
ら
大
正
期
を
経
て
、
昭
和
初
期
に
お
よ
び
約
二
十
年

問
の
同
志
社
の
歩
み
で
あ
る
。
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
同
志
社
L
の
章
は
、
学

問
的
に
は
吉
野
作
造
、
宗
教
的
に
は
海
老
名
弾
正
の
影
經
を
う
け
た
有
能
な
弟

了
た
ち
が
同
志
社
の
教
授
陣
編
々
と
加
わ
っ
た
華
や
か
な
時
代
を
語
る
。
一

一
九
三
0
年
代
後
半
の
い
ち
じ
る
し
い
キ
リ
ス
ト
教
馨
の
時
代
を
経
て
、

第
四
部
の
戦
時
下
の
同
志
社
に
つ
い
て
は
、
時
に
は
執
筆
者
が
自
ら
の
体
験
を

如
突
編
っ
て
い
て
、
人
の
心
を
う
つ
迫
力
を
感
じ
る
。
最
後
の
第
五
割
は
戦

後
の
同
志
社
三
十
年
の
歩
み
で
あ
り
、
生
々
し
い
現
代
史
で
あ
る
。

こ
の
『
百
年
史
』
に
は
「
通
史
編
L
 
に
つ
い
で
二
0
0
0
頁
を
越
え
る
「
資

料
編
」
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
資
料
と
い
ぇ
ば
、
詳
し
く
は
瀦
さ
れ
る

正
史
に
は
は
じ
め
て
の
試
み
で
あ
る
「
資
料
編
」
を
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、

四
つ
の
部
の
各
章
に
引
用
さ
れ
て
い
る
資
料
の
数
々
を
み
て
、
そ
の
収
集
と
整

理
に
つ
と
め
た
社
史
史
料
緬
集
所
の
協
力
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
が
智
ら

れ
る
。

金
閑
短
期
大
学
教
授

京
都
市
立
芸
術
大
学
名
誉
教
授

昭
和
四
年
大
学
英
文
科
卒
業
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同
吉
社
研
究
の
嗹

同
志
社
研
究
と
弓
て
も
そ
の
範
囲
は
広
く
、
そ
れ
は
過
去
、
現
在
、
未
来

に
ま
で
及
び
、
理
想
的
、
理
念
的
に
は
同
志
社
の
全
教
職
具
学
生
、
校
友
が

そ
の
研
究
の
主
体
で
あ
り
、
ま
九
客
体
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
ど
の
学

園
に
も
敷
地
設
備
と
い
う
べ
き
も
の
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
百
バ
ー
セ
ン
ト
利

用
さ
れ
た
か
、
ま
た
利
用
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
も
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
将

来
へ
の
展
望
と
し
て
ど
の
程
度
ま
で
の
拡
張
発
展
が
必
須
で
あ
り
、
必
要
で
あ

る
か
と
い
う
見
通
し
が
重
要
で
あ
る
。
'
的
発
展
か
質
的
改
善
か
と
い
う
二
者

択
一
は
何
時
の
時
代
に
も
学
内
外
の
問
題
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
学
園
翻
の
原

因
と
も
な
っ
て
い
る
。
九
だ
漠
然
と
時
流
延
身
を
委
ね
て
時
問
に
解
決
の
道
を

求
め
る
こ
と
も
一
方
策
で
あ
る
が
、
創
立
百
年
を
既
に
経
過
し
た
同
志
社
に
と

つ
て
は
、
全
学
的
協
談
の
下
に
長
期
的
展
望
に
立
ち
、
移
り
変
わ
る
時
流
に
、

「
ノ
ア
の
箱
船
」
を
操
縦
す
る
に
足
る
「
船
長
学
」
「
人
工
頭
脳
学
L
(
9
ず
含
・

易
牙
巴
も
謂
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
同
志
社
百
年
史
の
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
出 r

発
点
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
幸
い
に
し
て
今
回
同
志
社
百
年
史
が
委
員
諸
氏
の

な
み
な
み
な
ら
ぬ
努
力
に
ょ
っ
て
通
史
編
、
資
料
編
の
構
成
の
下
に
完
成
を
見

る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
同
志
社
研
究
の
将
来
に
対
し
て
一
大
光
明
を
与
え
る
こ

と
に
な
り
、
御
同
慶
の
至
り
で
あ
る
。
こ
れ
が
単
に
も
う
一
つ
の
書
物
が
出
版

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
止
ま
ら
ず
、
そ
れ
の
検
討
や
批
判
が
続
々
と
行
な
わ
れ

て
、
学
園
の
将
来
の
鶴
策
が
生
み
出
さ
れ
る
よ
う
に
と
願
う
次
第
で
あ
る
。

筆
者
は
こ
の
百
年
史
の
通
史
緬
を
ゲ
ラ
刷
に
ょ
っ
て
器
し
た
だ
け
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
五
部
、
一
五
九
0
ペ
ー
ジ
に
及
び
、
読
む
だ
け
で
も
数
日
を
要
す

る
規
模
で
あ
る
(
資
料
編
は
未
読
)
。
第
一
部
は
創
業
と
成
育
と
題
し
て
、
ラ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
教
会
に
お
け
る
新
島
先
生
の
募
金
ア
ッ
ピ
ー
ル
の
こ
と
か
ら
始
ま

り
、
同
志
社
英
学
校
の
開
設
、
先
生
の
逝
去
の
時
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
こ
の

部
分
は
言
わ
ぱ
新
島
襄
伝
で
あ
っ
て
、
新
資
料
な
ど
も
活
用
さ
れ
、
従
来
の
諸

種
の
新
島
伝
と
比
較
し
て
新
味
を
加
え
て
い
る
。
第
二
部
は
キ
リ
ス
ト
教
教
育

の
受
難
と
題
し
て
、
新
島
な
き
後
の
受
難
期
の
同
志
社
が
直
面
し
た
諸
問
題
を

高
橋

虔
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詳
述
し
、
明
治
時
代
の
終
わ
り
に
至
っ
て
い
る
。
第
三
部
は
大
学
へ
の
道
と
題

し
て
、
大
略
大
正
時
代
の
同
志
社
の
歴
史
を
述
べ
、
原
田
登
の
時
代
か
ら
海

老
名
総
長
時
代
に
及
ん
で
い
る
。
第
四
部
は
戦
時
下
の
学
府
と
題
し
て
昭
和
前

期
に
お
け
る
日
中
事
変
の
時
か
ら
太
平
洋
戦
争
終
結
の
時
に
至
る
多
事
多
難
の

時
代
、
第
王
部
は
再
生
と
発
展
と
題
し
て
戦
後
か
ら
創
立
百
年
の
黒
の
年
に

至
る
ま
で
の
な
ま
な
ま
し
い
事
件
を
取
扱
っ
て
い
る
。

今
回
の
同
志
社
百
年
史
は
、
以
前
の
同
志
社
五
十
年
史
、
同
志
社
九
十
年
小

史
と
比
較
す
る
と
、
前
後
一
貫
し
九
通
史
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
全
般
的
に
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
、
ま
た
歴
史
的
叙
述
の
配
慮
が
行
な
わ
れ
て
ぃ
る
か
ら
、
事
実

は
事
実
と
し
て
そ
の
ま
ま
客
観
的
に
捕
捉
さ
れ
て
い
る
。
時
に
は
事
実
判
断
と

と
も
に
価
値
判
断
も
下
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
む
し
ろ
将
来
の
同
志
社
を
思

つ
て
な
さ
れ
九
こ
と
と
察
せ
ら
れ
る
。
最
後
の
締
め
く
く
り
の
語
と
し
て
次
の

要
請
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
た
だ
、
こ
こ
で
ぜ
ひ
強
調
し
、
か
っ
期
待
を
表
明

し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
全
同
志
社
人
が
、
同
志
社
百
年
の
歴
史
を
見
据
え
、

現
況
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
課
題
を
探
り
当
て
、
そ
の
解
決
の
方

途
を
ま
さ
ぐ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
問
題
は
一
同
志
社

に
限
ら
れ
る
事
柄
の
み
で
は
な
い
。
わ
が
国
の
教
育
機
関
が
共
通
に
か
か
え
て

い
る
問
題
も
あ
れ
ば
、
私
立
学
校
に
固
有
の
問
題
も
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

解
決
の
九
め
に
必
要
か
っ
有
効
で
あ
れ
ぱ
、
他
の
私
学
お
よ
び
キ
リ
ス
ト
教
学

校
教
育
同
盟
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
教
育
機
関
と
も
、
よ
り
一
層
提
携
を
つ
よ
く
し

て
当
九
ら
ね
ば
な
る
ま
い
」
。
同
志
社
百
年
史
が
多
く
の
討
電
実
践
を
本
論

と
す
る
一
つ
の
論
ま
た
序
説
と
な
れ
ぱ
、
こ
の
大
冊
の
出
版
も
そ
の
意
義
と

光
輝
と
を
発
揮
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

人
間
が
残
し
た
過
去
の
黛
は
無
限
に
存
在
す
る
か
ら
、
同
専
百
年
史
に

出
没
す
る
人
物
や
事
件
に
つ
い
て
も
、
ど
れ
を
選
択
、
採
用
す
る
か
と
い
う
こ

と
は
、
そ
の
歴
史
喜
く
人
々
の
主
観
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
専
門

の
歴
史
家
は
主
観
を
最
少
に
留
め
る
た
め
客
観
的
資
料
に
ょ
り
、
そ
れ
を
駆
使

す
る
の
で
あ
る
。
今
回
の
百
年
史
も
通
史
と
と
も
に
資
料
が
公
開
さ
れ
た
こ
と

は
学
問
的
に
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
従
来
の
同
志
社
史
に
は
余
り
例
か
な

か
っ
九
こ
と
で
あ
る
。
九
だ
し
、
資
料
が
単
に
公
式
文
書
だ
け
に
制
限
さ
れ
る

と
そ
れ
は
一
方
的
、
表
面
的
な
も
の
に
な
り
、
私
信
、
日
記
の
よ
う
な
非
公
式

の
も
の
も
採
用
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
し
か
し
そ
れ
に
も
限
度
が
あ
り
、
公
式

非
公
式
を
問
わ
ず
、
そ
れ
ら
の
諸
文
書
の
紙
背
に
明
哲
な
る
眼
光
を
徹
す
る
よ

う
に
努
力
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
い
わ
ゆ
る
深
屑
心
理
学
的
な
検
索
を
必
要
と
す

る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
面
に
つ
い
て
も
今
回
の
百
年
史
中
に
栃
間
見

ら
れ
、
心
強
い
こ
と
で
あ
る
。
右
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
歴
史
的
事
件
や
人
物

の
撰
択
、
そ
れ
ら
の
価
値
評
価
は
至
難
の
業
で
あ
り
、
時
代
の
迩
展
に
ょ
っ
て

当
然
変
化
し
て
行
く
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
点
に
お
い
て
も
さ
ら
に
厳
正

で
あ
る
べ
き
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
0

こ
の
百
年
史
が
与
え
る
示
唆
に
基
づ
き
、
同
志
社
研
究
、
ま
た
新
島
研
究
に

つ
い
て
思
い
つ
く
ま
ま
に
少
し
述
べ
て
見
た
い
。
教
育
事
業
は
一
国
の
繁
栄
の

た
め
だ
け
で
は
な
く
、
人
類
文
化
の
た
め
に
も
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
国
内
ま
た
国
外
の
政
治
上
の
変
遷
に
直
接
影
粋
さ
れ
る
こ
と

は
、
同
志
社
百
年
史
を
見
て
も
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
。
苛
烈
な
戦
時
情
勢
の

下
に
は
学
の
独
立
も
な
く
、
ま
し
て
大
学
の
自
治
な
ど
は
い
と
も
安
易
に
踏
み

に
じ
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
大
学
は
国
家
の
あ
る
べ

き
姿
、
世
界
平
和
に
つ
い
て
の
見
識
や
具
体
策
を
公
表
し
、
そ
れ
を
堅
持
す
る

用
栗
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
宿
お
い
て
幸
長
田
畑
忍
博
士
が
年
来
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唱
道
さ
れ
て
い
る
永
世
中
立
の
理
念
が
国
際
法
的
に
も
、
宗
教
的
、
倫
理
的
要

請
と
し
て
も
さ
ら
に
同
志
社
人
に
ょ
っ
て
強
調
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
一
九
八

0
年
代
は
政
治
的
不
安
、
混
迷
の
時
代
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
も
し
そ
う
で
あ

れ
ば
な
お
さ
ら
永
久
平
和
、
世
界
国
家
へ
の
道
が
同
志
社
人
に
ょ
っ
て
追
求
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
を
教
育
活
動
に
限
っ
て
言
え
ぱ
、
教
育
を
受
け
る
権
利
は
も
と
も
と
態

法
で
保
陣
さ
れ
て
い
る
人
権
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
無
償
で
行
使
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
現
実
の
里
に
お
い
て
は
入
試
や
高
顎
の
学

費
の
壁
や
国
立
、
私
立
の
格
差
の
九
め
に
有
名
無
実
と
な
っ
て
ぃ
る
。
大
学
教

育
ま
で
国
庫
の
負
担
と
し
、
大
学
院
教
育
だ
け
を
個
人
の
負
担
と
す
れ
ぱ
、
入

試
や
学
賓
値
上
の
問
題
も
一
挙
に
し
て
解
消
す
る
が
、
現
在
で
は
そ
れ
は
砂
物

語
り
で
あ
る
。
し
か
し
八
0
年
代
に
お
い
て
は
、
各
種
の
専
門
学
校
や
現
在
二

千
三
百
校
を
超
え
る
各
種
の
専
修
学
校
が
急
速
に
発
展
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
ょ
る
教
育
9
ヨ
で
仁
§
ン
m
路
岳
ル
一
誘
井
暑
牙
=
も
導
入
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

か
ら
、
学
部
の
編
成
も
筑
波
大
学
な
み
に
学
際
的
に
な
り
、
需
修
士
や
博
士

の
称
号
を
持
っ
者
の
数
も
増
加
す
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
画
一
的
な
教
育
は

そ
の
影
を
消
し
、
真
に
学
問
に
打
込
む
気
力
と
能
力
の
あ
る
系
大
学
に
残
る

こ
と
に
な
ろ
う
。
(
戦
前
に
は
い
わ
ゆ
る
官
賓
で
就
学
で
き
る
も
の
は
師
範
学

校
と
軍
関
係
の
教
育
機
関
に
限
ら
れ
て
い
た
)
。
米
国
の
軍
(
カ
レ
ッ
ヂ
)
は

四
年
制
の
学
芸
(
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
)
大
学
で
あ
っ
て
、
そ
の
卒
業
生
が
祈

学
、
法
学
、
医
学
等
の
専
門
難
に
一
年
以
上
羣
す
る
の
で
あ
る
。
新
制
大

学
が
米
国
の
そ
れ
に
準
拠
し
た
と
い
う
な
ら
そ
こ
ま
で
裂
し
な
け
れ
ぱ
鴛

味
で
あ
る
。

同
志
社
の
各
学
校
は
そ
の
百
年
史
の
過
程
に
お
い
て
、
需
的
に
独
立
採
銃

の
方
向
に
向
っ
た
こ
と
は
、
必
要
で
も
あ
り
、
且
つ
賢
明
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
そ
の
半
面
同
志
社
的
器
意
染
希
薄
に
な
っ
九
こ
と
は
否
定
で
き
な

そ
の
九
め
各
学
校
間
の
人
事
交
流
や
協
力
に
ま
で
ひ
び
が
入
り
、
い
わ
ゆ

)
0

しる
一
貫
教
育
の
実
も
十
分
に
挙
げ
ら
れ
な
い
こ
と
は
今
後
の
問
題
と
な
る
で
あ

ろ
う
。
教
職
員
を
同
志
社
出
身
者
だ
け
に
限
っ
た
り
、
教
職
員
や
校
友
の
子

弟
、
ス
ホ
ー
ツ
選
手
の
入
学
に
優
先
権
を
与
え
た
り
、
下
級
校
の
卒
業
生
を
全

部
上
級
校
に
無
試
験
で
入
れ
る
こ
と
は
同
時
に
弊
害
も
伴
う
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
し
か
し
、
一
日
、
二
日
の
入
試
を
厳
正
に
行
な
っ
て
機
械
的
に
得
点
の
多

い
者
か
ら
入
学
を
許
可
し
て
も
、
そ
の
成
績
の
よ
い
者
の
大
部
分
が
他
校
へ
移

つ
て
行
く
よ
う
な
結
果
に
な
れ
ば
、
何
の
九
め
の
入
試
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
。
入
試
の
改
善
と
同
志
社
の
一
貫
教
育
の
問
題
は
差
し
迫
っ
九

緊
急
繊
と
ゞ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
は
相
当
の
改
革
と
決
断
と
が
必
要

で
あ
る
。
医
学
部
、
理
学
部
謬
の
こ
と
も
同
様
で
あ
る
。

最
後
に
新
島
研
究
の
こ
と
に
つ
い
て
一
一
言
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
新
島
研
究

に
つ
い
て
は
相
当
の
資
料
が
す
で
に
多
く
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
中
に
は
ま
だ
そ

の
解
明
壽
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
同
志
社
創
立
百
年
を
期
し
て
新
島
全
集

の
企
画
が
故
秦
理
霊
そ
の
他
の
人
々
に
ょ
っ
て
碧
手
さ
れ
て
い
た
が
、
秦
氏

の
島
の
九
め
一
時
休
止
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
残
念
な
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
同
志
社
百
年
史
の
発
行
に
ょ
っ
て
新
し
く
新
島
全
集
へ
の
道
が
開

か
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
、
希
望
を
与
え
ら
れ
た
次
第
で
あ
る
。
新
島
研
究
は
将

来
の
黒
社
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
々
育
の
あ
り
方
忙
多
く
の
示
唆
を
与
え
る

こ
と
寵
識
し
て
、
そ
の
た
め
の
研
究
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
新
島
先
生

の
精
神
は
そ
の
直
系
の
弟
子
九
ち
に
伝
え
ら
れ
、
彼
ら
を
通
し
て
そ
れ
が
再
解

馴
さ
れ
、
実
肢
さ
れ
た
こ
と
を
も
考
え
合
わ
せ
、
そ
れ
ら
の
釜
九
ち
の
研
究

(
大
学
柳
学
部
名
誉
教
授
)

に
も
及
び
た
い
も
の
で
あ
る
。
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校
設
立
に
関
す
る
訴
え
を
起
点
と
す
る
「
通
史
編
」

は
、
確
か
に
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
を
め
ぐ
る
同
志
社

の
攻
防
を
軸
に
展
開
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

も
ち
ろ
ん
同
志
社
の
諸
制
度
や
諸
学
校
の
釜
、

そ
こ
で
生
き
た
学
生
生
徒
を
含
む
諸
先
卓
の
動
向

な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
北
、
読
者
に
訴
え
る
も

の
を
も
つ
は
ず
で
あ
る
。

「
資
料
編
」

「
通
史
編
L
 
は
主
と
し
て
、
社
史
史
料
編
集
所

に
保
存
さ
れ
て
い
る
同
志
社
開
業
以
来
の
諸
記
録

な
ど
各
種
文
書
に
も
と
づ
い
て
、
実
証
的
に
叙
述

さ
れ
た
。
「
資
料
編
」
は
、
叙
述
に
用
い
ら
れ
た

基
礎
資
料
お
よ
び
そ
れ
に
関
連
の
あ
る
も
の
を
中

心
に
編
禦
さ
れ
て
い
る
。
原
資
料
に
ょ
る
同
志
社

百
年
史
と
い
っ
て
ょ
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
自
体

幽
立
性
を
も
っ
て
い
る
。
収
録
資
料
三
五
0
点
、
従

来
活
字
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
、
す
な
わ
ち

未
公
開
資
料
が
数
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
読
者
は

同
志
社
史
の
新
し
い
一
面
を
見
出
す
で
あ
ろ
う
。

研
究
者
の
期
待
に
も
応
え
う
る
も
の
で
あ
る
。

「
通
史
編
」
約
一
七
0
0
ペ
ー
ジ
。

掲
載
写
真
三
二
五
点
。

頒
価
・
六
0
0
0
円

送
料
不
要
の
場
合
五
四
0
0
円

「
資
料
編
」
約
二
0
0
0
ペ
ー
ジ
0

年
表
を
含
む
。
三
月
中
旬
刊
、
頒
価
未
定
。

発
行
・
学
校
法
人
同
志
社

取
扱
い
・
同
志
社
収
益
瑠
業
課

(
 
0
七
五
1
二
五
一
1
三
0
三
八
)

、

ウ

、

一
.

墨
'
,
.
'
一

■
,

、
'
一

、

nι
1

刊
行
さ
れ
た

『
同
志
社
百
年
史
』
(
全
四
巻
)

一
九
七
七
年
皮
か
ら
三
力
年
計
画
で
編
纂
を
す

す
め
て
き
九
『
同
志
社
百
年
史
』
通
史
緬
二
巻
、

資
料
編
二
巻
が
こ
の
ほ
ど
よ
う
や
く
完
成
し
た
。

「
通
史
編
」

黒
社
百
年
の
歴
史
を
五
つ
に
時
代
区
分
し
、

次
の
五
部
か
ら
成
っ
て
い
る
。

第
一
部
創
業
と
成
育
(
明
治
前
半
期
)

第
二
部
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
受
難
爾
治
後
半

期
)

第
三
部
大
学
へ
の
道
(
大
正
翅

第
四
部
戦
時
下
の
学
府
凾
和
前
半
翅

第
五
部
再
生
と
発
展
凾
和
後
半
翅

上
野
直
蔵
総
長
は
「
通
史
綿
」
の
「
序
L
 
で
、

「
同
志
社
に
お
け
る
徳
育
の
基
礎
で
あ
る
キ
リ
ス

ト
教
は
、
そ
れ
が
キ
リ
ス
ト
教
た
る
が
ゆ
え
に
、

少
な
く
と
も
一
九
四
五
年
に
い
九
る
ま
で
国
粋
的

権
威
筋
か
ら
胡
乱
な
目
で
み
ら
れ
、
疑
問
視
さ

れ
、
敵
視
さ
れ
て
き
た
。
(
中
略
)

同
志
社
を
護
る
た
め
の
先
人
た
ち
の
す
さ
ま
じ

い
ま
で
の
攻
防
は
、
ま
さ
に
一
つ
の
ド
ラ
マ
で
あ

り
、
読
む
も
の
を
し
て
緊
張
と
畏
怖
の
念
を
起
こ

さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
書
は
同
志
社
の
犯
し
た

数
々
の
失
敗
や
恥
辱
の
部
分
を
も
隠
す
こ
と
な
く

記
し
て
い
る
。
し
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
ラ
ツ
ト
ラ

ン
ド
の
グ
レ
イ
ス
教
会
に
お
け
る
新
島
襄
の
、
学

,
.
、

ψ
1
 
・

四
、
ゞ
X

"
、

.
血
"
,


